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●台風への警戒と備え
　台風は、７月から 10月にかけて最も多く発生するため、今後も警戒が必要になります。台風が
接近する際は、特に以下の点に注意してください。
・不要不急の外出は控えましょう。
・海や川などの危険な場所には、近づかないようにしましょう。
・台風の接近と満潮時刻が重なるときは、高潮にも警戒しましょう。
・風が強い中での屋外作業（特に高所作業）は、控えてください。
・�風が強くなる前に庭やベランダを点検し、飛散のおそれがあるものは、屋内へ移動するか、固定
しましょう。
・�停電に備え、戸別受信機の電池交換や懐中電灯の準備をしましょう。停電情報は左上の「九州停
電情報提供アプリ」から入手できます。

●「防災の日」と「防災週間」
　毎年９月１日は「防災の日」です。また、「防
災の日」を含む８月３０日から９月５日までの
１週間は「防災週間」です。
　９月は、関東大震災の発生（大正 12（1923）
年 9 月 1 日）や、伊勢湾台風の襲来（昭和 34
（1959）年 9 月 26 日）がありました。このよ
うな出来事から、災害に対する心構えを育成す
る目的で、９月１日が「防災の日」と制定され
ています。「防災の日」や「防災週間」をきっか
けに我が家の防災体制などを見直しましょう。
　災害による被害は、事前に備えておくことに
より、軽減することができます。
　いざというときに慌てることがないよう、避
難場所や避難経路、非常持出品などの確認をし
ましょう。
● 防災の基本行動
　日常的な火災や救急は「公助」が大切ですが、
大規模災害時では、行政や消防機関の機能が麻
痺する可能性があるため、「自助」や「共助」が
重要になります。
　このため、日ごろからの自治区活動等をとお
して、地域が一体となった助け合い体制を築き
ましょう。

自助　　自分で自分（家族）を守ること

共助　　 お隣やご近所（自治区など）で助け合
うこと

公助　　行政や消防機関などの救援のこと

９月１日は防災の日です
防災のこと、日ごろから考えていますか？

▷問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）
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　パリ 2024 パラリンピックが８月 28 日水から９月８日日の 12 日間、
22 競技で行われます。参加アスリートは約 4,400 人で、障がいのある
トップアスリートが出場できる世界最高峰の国際大会です。
　さまざまな障がいのあるアスリートたちが創意工夫を凝らして限界に
挑むパラリンピックは、多様性を認め、誰もが個性や能力を発揮し活躍
ができる公正な機会が与えられている場です。すなわち、共生社会を具
現化するための重要なヒントが詰まっている大会です。社会の中にある
バリアを減らしていくことの必要性や、発想の転換が必要なことを気付
かせてくれます。
　では、共生社会とは、どのような社会でしょうか。さまざまな人々が、
すべて分け隔てなく暮らしていくことのできる社会です。障がいのある
人もない人も、支える人と支えられる人に分かれることなく共に支え合
い、さまざまな人々の能力が発揮される社会です。
　共生社会の実現を目指すためには、環境のバリアフリーと心のバリア
フリーが必要です。

【環境のバリアフリーとは】
①�物理的な面＝狭い道路や段差など、車いすだと通りにくい場所をなく
すことなど
②�制度的な面＝障がいのある人でも特定の資格や免許を取得できるよう
にすることなど
③�文化や情報の面＝点字や手話を配置した講演会、多言語によるアナウ
ンスや視覚からも分かる情報など

【心のバリアフリーとは】
①�環境や心のバリアを取り除くのは、社会の責任であると理解すること
②�障がい者を差別しないこと
③�自分とは違う状況にある人ともコミュニケーションできる力を身につ
けることや、困り事や苦しみを理解する心を持つこと
　障がいや、障がい者の困り事への理解を深めたり、手助けをしたりす
るなど、一人一人が具体的な行動を起こすことで、共生社会を実現して
いきましょう。

差別をなくすために  第４７１号

共生社会に向けて 芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

地
域
の
行
政
情
報
や
身

近
な
話
題
を

声声
で
お
届
け
！

　

芦
屋
町
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
人
や
文
字
を
読
む
の
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
、「
広
報
あ
し

や
」
と
「
芦
屋
町
議
会
だ
よ
り
」
を

音
声
に
し
て
提
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し
て
い
ま
す
。
利
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を
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す
る
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は
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合
わ
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て

く
だ
さ
い
。
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み
あ
げ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

　

令
和
６
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
「
広
報
あ
し
や
」
と
「
芦
屋
町
議

会
だ
よ
り
」
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み
上
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く
れ
て

い
る
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、
元
K
B
C
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
安
部
さ
ん
で
す
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ラ
ジ
オ
に
、

目
の
不
自
由
な
人
に
音
の
出
る
信
号

機
を
贈
ろ
う
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
番

組
が
あ
り
、
退
社
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も
何
か
お
役
に

た
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
表
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図
な
ど
、
音
だ
け
で
伝
え
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
工
夫
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
す
て

き
な
声
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係（
☎
２
２
３‐３
５
７
１
）

△エレベーターに車いす用ボタン
がなく、手が届かない

△盲導犬が店に入るのを断られて、
目の不自由な人が利用できない

△車内アナウンスのみで、耳の
不自由な人は内容がわからない
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� 6 月 16日　親子で化石探検
芦屋町で化石探検芦屋町で化石探検

　芦屋町には、貝や魚類、鳥類など化石が豊富に存在する約
3000 万年前の地層があります。この地層は当時の日本を研究
するうえで重要な地層で、その名も「芦屋層群」。今回の探索
場所は、柏原海岸の洞山付近。石をハンマーで割って貝などの
化石を見つけます。参加者は「近くで化石の探検ができとても
楽しかった」と話していました。

遠賀郡・中間市の剣士が集結遠賀郡・中間市の剣士が集結
６月16日　第 3回芦屋町長旗・第 18回遠賀郡中間市剣道連盟会長杯争奪少年剣道大会

�6月23日　町内ソフトバレーボール大会
一球入魂一球入魂

　総合体育館で町内ソフトバレーボール
大会が行われました。ボールが柔らかい
ので幅広い年代が楽しめる競技ですが、
参加した皆さんはすべり込んでレシーブ
をしたり、見上げる高さの跳躍から繰り
出されるアタックにブロックで打ち勝っ
たりなど全力でプレーしていて、白熱し
た試合が展開されていました。

　総合体育館に遠賀郡と中間市の少年が集まり、芦屋町長旗をかけた剣道大会
が行われました。大会前の日本剣道形演武には、少年たちが食い入るように見
入っていました。大会では、剣士たちの竹刀がぶつかり合う音や気合の掛け声で、
会場は熱気に包まれていました。
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� ７月７日　芦屋町人権講演会
人権を考える１日人権を考える１日

　芦屋町町民会館で芦屋町人権講演会
が行われ、同和問題をテーマに島崎藤
村の不朽の名作「破戒」の映画が上映
されました。「自分の故郷を語れない。
なぜ好きな人に気持ちを伝えることが
できない」と自らの出自に苦悩する主
人公の姿から同和問題を考える内容で
した。また、会場には人権啓発パネル
の展示もあり、来場者は、「同和問題
をあらためて考えることができまし
た」と話していました。

大雨への備えも大切に大雨への備えも大切に
６月22日　芦屋町大雨洪水避難訓練

　近年、大雨による災害が増えてきています。芦屋町でも線状降
水帯が発生し大雨となることを想定して避難訓練が行われました。
訓練参加職員は各施設ごとにテントや簡易トイレを設置し、要配
慮者や感染症感染者が避難してきたと仮定し、専用スペースへの
案内や説明を行いました。訓練参加住民はテントや簡易トイレの
中に入り大きさや使用感などを確かめており、訓練の最後には避
難の際の注意事項などをクイズ形式にした講話を受け、「知らない
知識もあったので避難の時は今日のことを思い出して安全に避難
したい」と話していました。

18:30‒20:45(開場18:00)
芦屋町町民会館1階大ホール
あし     や     まち   ちょう   みん    かい    かん          かい    だい

7月5 日 6月28日 (金)  まで

対象年齢　未就学児

親子ルームあり
( 2 階 )

令和6年度福岡県同和問題啓発強調月間　芦屋町人権講演会

芦屋町
あし

や まち

じん かいがえいけん

芦屋町教育委員会　生涯学習課  社会教育係
☎ (093)223–3546

あ

主催：芦屋町、芦屋町教育委員会、

 芦屋町人権・同和教育研究協議会

島崎藤村、不朽の名作「破戒」
しま         ざき          とう         そん

「なぜ自分の故郷を語れない。なぜ好きな人に気持ちを伝えることができない。」と

自らの出自に苦悩し、主人公・瀬川丑末はある決意を胸に、教え子たちが待つ最後の

教壇へ立とうとする。実力派人気俳優の間宮祥太朗が演じます。

みずか　　　   しゅつ  じ けつ    い むね おし　　　ご ま さい    ごせ    がわ  うし   まつ

きょうだん た じつ りょく   は にん    き    はい  ゆう

  く　 のう しゅ   じん  こう

 じ    ぶん             こ   きょう          かた     　　　　　　　　                    す                      ひと             き      も                      つた

ま    みや しょう   た    ろう えん

と

あし　 や　まち　きょう  いく　  い　 いん　かい しゃ　かい  きょう  いく　がかりしょう  がい　がく   しゅう　か

きん

(金 ) 要予約

おや　   こ

かい
たい  しょう   ねん  れい み  しゅう がく　じ

よう　よ　やく にち　きんがつ

がつ    にち

あし　や　 まち　じん    けん

あし　や　まち あし　や　 まち　きょう　いく      い　 いん   かい

どう　  わ　きょう　いく　けん 　きゅう きょう　ぎ　かい

しゅ　さい 【問い合わせ】

あし　や  まち じん けん　こう えん かいれい　わ　　　ねん　ど　ふく　おか　けん どう　わ  もん  だいけい はつきょうちょうげっかん

定員 3組
くみてい　いん

かい  じょう

 ふん に　 ほん     ご      じ     まく

日本語字幕あり:119分   入場無料
 にゅう  じょう む    りょう

ふ          きゅう めい       さく は           かい

� ６月 19日　愛生幼稚園七夕飾り付け
色とりどりの願い事色とりどりの願い事

　愛生幼稚園の全園児で飾り付けた七夕飾りを、年中・
年長さんが芦屋釜の里に届けました。「ピアノがうまくな
りますように」「小学校の先生になる」「おいしいごはん
をいっぱい食べられますように」「家族で温泉旅行に行き
たい」など、色とりどりの短冊に保護者と一緒に考えた
自由ですてきな願い事がたくさん飾られていました。
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遠
賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
を
募
集

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

▽ 

職
種　
自
己
搬
入
ご
み
受
付
事
務
、
粗
大

ご
み
収
集
受
付
事
務
な
ど

▽ 

勤
務
地　
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▽ 

勤
務
日
数　
月
12
日
程
度
（
週
２
～
３
日

程
度
）

▽ 

勤
務
時
間　
①
午
前
8
時
15
分
～
午
後
５

時
（
休
憩
１
時
間
を
含
む
）

　
②
午
前
8
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

※�

①
②
両
方
の
勤
務
で
す
。

▽ 

日
給
（
参
考
）　
①
７
７
１
９
円

　
②
３
９
８
４
円

▽
申
込
期
限　
9
月
13
日
金

【
臨
時
的
任
用
職
員
】

▽ 

採
用
予
定
数　
1
人

▽ 

職
種　
一
般
事
務
職

▽ 

勤
務
地　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
事
務
所
（
遠
賀
町
今い
ま
こ
が
古
賀
）

▽ 

応
募
資
格　
○
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
○
普
通
自
動
車
を
運
転
で
き
る

▽ 

雇
用
期
間　
10
月
１
日
～
令
和
7
年
3
月

31
日

※�

令
和
7
年
4
月
1
日
以
降
の
任
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
７
時
間
45
分
）

▽ 

給
料（
参
考
）　
大
卒
19
万
６
２
０
０
円（
令

和
6
年
8
月
1
日
現
在
）

※�

常
勤
職
員
に
準
じ
て
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
期
間　
８
月
13
日
火
～
９
月
6
日
金

【
共
通
事
項
】

▽ 
申
し
込
み　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
（
☎
２
９
３
‐

３
５
８
１
）
へ
申
込
書
を
提
出

※�

申
込
書
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

福
岡
県
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

セ
ン
タ
ー　

性
の
悩
み
相
談

　

４
月
30
日
に
「
福
岡
県
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
と
は
、「
妊
娠
前

の
健
康
管
理
」
を
意
味
し
ま
す
。
妊
娠
す
る・

し
な
い
、
年
齢
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
自
分

の
健
康
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
性
や
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
に
助
産

師
が
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

相
談
内
容　
性
の
悩
み
、
性
感
染
症
の
予

防
、
妊
活
、
避
妊
、
不
妊
、
不
育
、
病
気

と
妊
娠
、
子
宮
頸け
い
が
ん
の
予
防
な
ど

▽ 

と
き　
日
～
木
・
午
前
10
時
～
午
後
6
時

（
年
末
年
始
、
祝
休
日
、
盆
休
み
を
除
く
）

▽ 

相
談
方
法　
電
話
、
メ
ー
ル
、
面
談

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
応
者　

助
産
師
、
専

門
医
（
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
：
産
婦
人
科
医
、

泌
尿
器
科
医
）

※�

専
門
医
面
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
千
代
合
同

庁
舎
１
階
☎
〈
０
９
２
〉
４
０
９
‐
４
９

３
６
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー「
緑
化
講
習
会
」

受
講
者
を
募
集

▽ 

内
容　
①
草
花
と
②
多
肉
植
物
の
寄
せ
植

え
講
座
で
す
。
①
②
の
講
義
を
受
講
後
、

実
技
（
実
技
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
）
を
行
い
ま
す
。

▽ 

と
き　
10
月
５
日
土
・
午
後
１
時
30
分
～

４
時

▽ 
と
こ
ろ　
北
九
州
市
立
総
合
農
事
セ
ン
タ
ー

（
小
倉
南
区
横
代
）

▽ 

定
員　
合
計
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

材
料
費　
①
（
草
花
）
２
０
０
０
円

　

�

②
（
多
肉
植
物
）
１
０
０
０
円

▽ 

申
し
込
み　

９
月
３
日
火
～
27
日
金
に
、

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所
（
☎

〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１
１
９
３
）
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１

５
５
８
）
で
受
け
付
け

※
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

福
岡
共
同
公
文
書
館
令
和
６
年
度

企
画
展
「
皇
室
と
福
岡
県
」

【
企
画
展
「
皇
室
と
福
岡
県
」】

　

福
岡
共
同
公
文
書
館
所
蔵
資
料
で
、
皇
室

と
福
岡
県
の
関
わ
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

▽ 

と
き　
８
月
30
日
金
～
12
月
15
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時

【
施
設
見
学
会
】

　

公
文
書
の
保
存
庫
や
作
業
室
な
ど
、
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
巡
り
ま
す
。
ま
た
展
示
室
で
の

解
説
も
行
い
ま
す
。

▽ 

と
き　
９
月
～
令
和
７
年
２
月
の
第
２
木・

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▽ 

定
員　
各
20
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

申
し
込
み　
福
岡
共
同
公
文
書
館（
☎〈
０

９
２
〉
９
１
９
‐
６
１
６
６
）
へ

【
共
通
事
項
】

※�

月
・
祝
休
日
は
休
館
（
月
曜
休
日
の
場
合

は
翌
日
も
休
館
）

▽ 

と
こ
ろ　
福
岡
共
同
公
文
書
館
（
筑
紫
野

市
上か
み
こ
が
古
賀
）

▽ 

費
用　
無
料

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
共
同
公
文
書
館
（
☎

〈
０
９
２
〉
９
１
９
‐
６

１
６
６
）

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

みんなの

ひろば

遠賀・中間組合
ホームページ

プレコンセプショ
ンケアセンターHP

福岡共同公文書
館ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

建
て
付
け
の
悪
き
裏
戸
や
梅
雨
の
月

�

野
口
加か

つ

み
津
美

逝ゆ

き
し
子
の
涙
一
粒
蓮は

す

の
葉
に

�

池
田
千
恵
子

断
層
は
太
古
の
眠
り
浜
お
も
と

�

小
川　
雪
野

蝉せ
み

し
ぐ
れ
曝さ

ら

し
て
石せ

っ
か
ん棺
底
浅
き

�

池
田　
幸ゆ

き
と
し利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

夏
来
た
る
お
潮し

お
い
と

井
取
り
の
ふ
れ
太だ

い
こ鼓

�

田
尾
三み

ち

え
千
枝

一い
っ
せ
い声
に
始
ま
る
合
唱
夏な

つ
が
え
る蛙

�

縄
田　
惠け

い
こ子

夕ゆ
う
や
け
ぞ
ら

焼
空
今
も
沖お

き

向む

く
特
攻
機

�

仲
山
ク
ニ
子

言
い
訳
も
生
き
る
術す

べ

な
り
胡き

ゅ
う
り瓜
も
む

�

桐
山　
美よ

し
え枝

●
水
茎
短
歌
会

老ろ
う
れ
ん連
の
「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
で

唄
う
老ろ

う
や爺
の
舞
台
袖
に
杖

�

麻
生　
清
子

老
人
会
で
舞
台
に
立
ち
て
歌
う
た
い

拍
手
さ
れ
る
と
顔
の
赤
ら
む

�

宮
﨑
佐さ

よ

こ
代
子

雨
あ
が
り
鳥
た
ち
い
っ
せ
い
に
さ
え
ず
り
て

光
の
中
に
飛
び
交か

い
ゆ
け
り

�

村
上　
一か

ず
え惠

雨
あ
が
り
蜻と

ん
ぼ蛉
群む

れ
と
び
ラ
ン
タ
ナ
の

花
に
二
つ
の
黄き

あ
げ
は

揚
羽
の
舞
う

�

田
中
勢せ

つ

こ
津
子

武田の金、毛利の銀
  垣根　涼介　著  

　上
じょうらく

洛した織田信長に呼
び出された明

あ け ち

智光
みつひで

秀は、
敵対する大名の財力を把
握するための任務を下さ
れる。武田と毛利の資金
源である湯

ゆ の お く

之奥金
きんざん

山と
石
い わ み

見銀
ぎんざん

山の産出量を確認
するため、光秀は盟友と
ともに命をかけて敵地の
中枢に潜り込む。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�２日月、９日月、17日火、24日火、
26日木、30日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ９ 月

とき 出演・催し
４日水 赤ちゃんおはなし会たっち
８日日 にじの会
22日日 にじの会

※時間はいずれも午前 11時から△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　毎年９月 20 日～ 26 日は動物愛護週間。今年の
テーマは「子どもも大人も一緒に考えよう、私たち
と動物」です。私たちの周りにいる、たくさんの動
物たちと人がともに幸せに暮らせるように、こども
と大人が一緒に考える機会です。理解を深めるため
に、まずは図書館で本を手に取ってみませんか。動
物が出てくる絵本や読み物を中心に、さまざまな本
を用意しています。

大切な家族で大好きな友だち

【一般書】
プラチナハーケン１９８０ 海堂　尊

たける
 著

わたしの知る花 町田　そのこ 著
銀河の図書室 名取　佐和子 著
夜と跳ぶ 額

ぬ か が
賀　澪

みお
 著

【児童書】
みかんファミリー 椰

や づ き
月　美智子 作

やらなくてもいい宿題 結
ゆ う き

城　真一郎 作
うちのキチント星人 佐藤　まどか 作
トドにおとどけ 大塚　健太 作
ならんでいる 五味　太郎 作

【柴田ケイコのゆかいな絵本の世界】講演会とサイン会△  

とき　９月 29日日・午後２時から△

ところ　中央公民館２階
※定員に達したため、申込受付は終了しました。

【T
ト ー レ ス
HORES 柴本　トリニティ・ブラッド展】△  

とき　９月 15日日まで△

ところ　中央公民館３階ギャラリーあしや△  

関連図書　図書館２階にある「吉田直文庫」にも
立ち寄ってみてください。

イベント情報
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住んでいる地区で行われている地域交流サロンに参加してみませんか
　平成 27年から始まったサロンは、現在 24地区で行われています（正門町区、正津ヶ浜区は休止中）。

◆金
か な や

屋区（すみれ会）の活動紹介（令和５年 10 月開始）
　〇ラジオ体操（サロンの初めにいつも行う）
　〇情報交換として、みんなで近況を話す
　〇季節行事（クリスマス会や花見など）
　〇漢字の脳トレ
　〇生け花
　〇ペットボトルのキャップを使ったゲーム

地域交流サロン

地域交流サロンを紹介します
地区名 サロン名 とき ところ 活動内容

粟
あ わ や

屋 サロンあわや 第２月または第３月
10：00 ～ 12：00 粟屋区公民館 体操、ストレッチ、カラオケ、茶話、

ボッチャ、グラウンドゴルフ

大
だいじょう

城 サロンさくら 毎週水　
13：30 ～ 16：00 大城区公民館 体操、口くうケア、脳トレ、忘年会、

新年会、茶話

浜
はまぐちまち

口町 サロンはまぐち 第２・４木
13：30 ～ 15：30 浜口区公民館 血圧測定、体操、卓球バレー、筋トレ、

脳トレ、グラウンドゴルフ、出前講座

東
ひがしまち

町 東町シニア健康クラブ 毎週火
13：30 ～ 15：30 東町区公民館 体操、室内軽スポーツ、茶話、

出前講座

高
たかはままち

浜町 サロンたかはま 第３金
10：00 ～ 12：00 高浜町区公民館 体操、脳トレ、紙芝居、卓球バレー、

出前講座、茶話、折り紙
第三

緑ヶ丘 ふれあいサロン 第２日
９：30 ～ 14：00

第三緑ヶ丘区
集会所

血圧測定、座位体操、脳トレ、筋トレ、
カラオケ、茶話

正
せいもんまち

門町 正門町ふれあいサロン 休止中

第二
緑ヶ丘 サロンよつ葉 第２火

13：30 ～ 15：30
第二緑ヶ丘区
集会所

体操、風船バレー、生花教室、誕生会、
コカリナと合唱、グラウンドゴルフ

船
せんどうまち

頭町 船頭町愛のネットワーク
サロン

第１・３月
10：00 ～ 12：00 船頭町区公民館 体操、茶話、卓球バレー

中
な か の は ま

ノ浜 中ノ浜サロン 木または日（不定期）
10：00 ～ 12：00 中ノ浜区公民館 スポーツ、ゲーム、講習会

金
か な や

屋 すみれ会 第３土
13：00 ～ 15：00 金屋区公民館 体操、生け花、クリスマス会、花見

市
い ち ば

場 レジェンドサロン・ド・
市場

第１日
12：00 ～ 14：00 市場区公民館 体操、カラオケ、茶話、観桜会、

盆踊り、忘年会、誕生会

浜
はまさき

崎 フレッシュサロンみさき 第３水
10：00 ～ 12：00 浜崎区公民館 血圧測定、体操、花見、クリスマス会、

出前講座

▽問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

【ペットボトルキャップゲームの内容紹介】
　ペットボトルのキャップに平仮名が１文字ず
つ貼られたものを用意します。３人１組で制限
時間５分以内に「野菜の名前」や「２文字の言葉」
などをできるだけ多く並べます。

　サロンに参加した人は「月１回、会って話せる機
会があるのは良い」「前に花と鳥の名前を並べるゲー
ムをしたが、難しかった」と話すなど、交流を楽し
んでいる様子でした。
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地域交流サロンを紹介します
地区名 サロン名 とき ところ 活動内容

幸
さいわいまち

町 サロン幸い 第２土
11：00 ～ 13：00

幸町区公民館
幸町公園

体操、グラウンドゴルフ、筋トレ、
脳トレ

白
しらはままち

浜町 サロン白浜 第３水
10：00 ～ 13：00

白浜町区公民館
白浜周辺

血圧測定、体操、卓球バレー、盆踊り、
もちつき、クリスマス会

雁
が ん ぎ

木 サロン・ド・ガンギ 第２・3・４月
９：30 ～ 12：00 雁木区公民館 体操、ミュージックフープ、

出前講座、グラウンドゴルフ、茶話

三
さ ん げ ん や

軒屋 三軒サロン
毎 週 木・10：00 ～
12：00、 第 ４ 月・
13：30 ～ 15：30

三軒屋区公民館 血圧測定、体操、座談会、
楽器演奏会、出前講座

浦
うら

浦安サロン 毎週水
10：00 ～ 14：00 浦区公民館 血圧測定、体操、折り紙、ぬり絵

柏
かしばら

原 オレンジカフェ柏原 第１・３火
11：00 ～ 15：00 柏原区公民館 体操、カラオケ、料理、クリスマス

会、おひなさま、敬老会

正
しょうづがはま

津ヶ浜 サロン・ド・はまゆう 休止中

はまゆう サロン華 第２水
13：00 ～ 15：00 はまゆう区公民館 血圧測定、体操、脳トレ、茶話、

カラオケ、ウォーキング、出前講座

大
おおきみ

君 大君会 第２・４木
10：00 ～ 12：00 大君区公民館 血圧測定、体操、脳トレ、筋トレ、

茶話、新年会、忘年会、花見

江
え が わ だ い

川台 五
ご も く か い

目会 毎週月・水・金
９：30 ～ 11：30

江川台区公民館
公民館下グラウンド カラオケ、卓球、グラウンドゴルフ

花
は な み ざ か

美坂 花
はなゆうゆう

悠遊 第４日
10：00 ～ 12：00 花美坂区公民館 ストレッチ、ウクレレ、卓球、英会話、

散歩、カラオケ、花植え、茶話

地域交流サロンとは
主な活動内容 効　果 参加するには 自分の自治区で始めるには
　体操、茶話、
脳トレ、カラ
オケ、卓球バ
レー、グラウ
ンドゴルフな
どが行われて
います。

○�地域で気軽に立ち寄れる場所が
でき、閉じこもりを防ぐことが
できます。
○�自分の役割や楽しさを見出し、
社会参加の意欲を高めることに
つながります。
○�体操の継続的な実施によって活
動量が増えたり、会話や様々な
プログラムで脳を使ったりする
ことで、認知症予防になります。

　サロンに参加
している人、ま
たは高齢者支援
係に問い合わせ
てください。

　町と社会福祉協議会では
サロンの立ち上げや運営の
支援、助成を行っています。

身近なところで行われています
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　世界アルツハイマー月間に合わせ、認知症に関する取り組みを紹介します。

９月は世界アルツハイマー月間です

▽問い合わせ　地域包括支援センター（福祉課内）　（☎２２３‐３５８１）

　認知症の多くを占めるアルツハイマー型認知症や血管性認知症は、生活習慣病との
関連があるとされています。
　例えば、バランスの良い食事を心掛けたり、定期的な運動習慣を身に付けたりと、
普段からの生活管理が認知症のリスクを下げると考えられています。
　町では、脳と体の両方の機能を同時に使った複合運動（コグニサイズ）により認知症の発症を遅らせるこ
とを目的とした認知症予防教室を行っています。

　認知症を早期発見することで、医療機関で適切な治療が受けられ、症状の進行
を遅らせることができたり、介護サービスを利用したりすることができます。
　自分自身や家族が認知症と思われる症状に気づいたら、一人で悩まず、かかり
つけ医や地域包括支援センターに相談してください。
　地域包括支援センターには、認知症地域支援推進員を配置し、認知症あんしんガイドなどをもとに相談に
応じています。福岡県が設置する若年性認知症サポートセンターなどの相談窓口もあります。
　また、認知症の初期の段階で本人や家族に関わり、適切な支援につなげる認知症初期集中支援チームも設
置しています。

�　さまざまな脳の病気により、脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、認知機能（記憶、判断力など）が低下して、
社会生活に支障をきたした状態をいいます。
　年齢を重ねると誰しも物忘れが多くなりますが、それは脳の自然な老化現象であり、認知症とは異なります。
この区別が難しいため、発見が遅くなってしまうことがあります。

　認知症の人が外出後、行方が分からなくなった場合の早期発見や事故の未然防止のため、
認知症高齢者等見守りシールを無料で交付しています。よく着用する衣類にアイロンで貼り
付けて使用できますので、活用してください。
　また、折尾警察署と遠賀郡４町・中間市の関係機関などが連携し、行方不明になった人を速やかに保護でき
るようにする「はいかい高齢者等 SOSネットワークシステム」がありますので、心配な時は登録してください。

　認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉の専門職の人など誰もが気軽に
集まれる場所としてオレンジカフェ（認知症カフェ）を行っています。

認知症の予防って？

認知症かな？と思ったら

家族が認知症になり、行方不明の心配が出てきたら？

認知症とは？

認知症の人や家族の人たちと話ができるところは？

認知症サポーター養成講座を受講しませんか？（受講料無料）
　認知症サポーターとは「なにか特別なこと」をする人ではありません。講座をとおして、認知症の正しい
理解や認知症の人への接し方を理解し、自分のできる範囲で認知症の人を温かく見守り応援するのが認知症
サポーターです。ちょっとした気遣いや見守りが地域の大きな支えになります。
　受講を希望する人は、町の出前講座を利用してください。地域、グループ、団体など 5人以上集まれば、
出前講座を申し込むことができます。気軽に相談してください。
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こ
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

横
断
歩
道
の
渡
り
方

　

こ
ど
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
保
護
者
が
し
っ
か
り
と
横
断

歩
道
の
渡
り
方
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
は
、
こ
ど
も
が
し
っ
か
り
と
理
解
で

き
る
表
現
で
、
具
体
的
に
教
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
「
こ
こ
は
危
な

い
か
ら
気
を
つ
け
て
」
と
い
う
言
葉
だ

け
で
は
、
こ
ど
も
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

「
こ
こ
は
車
が
見
え
に
く
い
場
所
だ
か

ら
、
こ
こ
で
一
度
止
ま
っ
て
車
が
来
て

い
な
い
か
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
渡
り

な
さ
い
」
な
ど
、
危
険
で
あ
る
理
由
と

対
処
法
を
具
体
的
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
と
き
、
言
葉
選
び
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
意
識
せ
ず
に
大
人
が
普
段

使
う
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
ど

も
に
は
伝
わ
ら
な
い
場
合
が
多
い
か
ら

で
す
。「
右
折
」「
一
時
停
止
」な
ど
は
、「
右

に
曲
が
る
」「
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
右
左

を
確
認
す
る
」
な
ど
、
表
現
を
工
夫
し

て
く
だ
さ
い
。

身
に
つ
け
て
お
き
た
い

横
断
歩
道
の
渡
り
方

�

1
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

　

少
し
遠
く
て
も
、
横
断
歩
道
を
渡
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
横
断
歩

道
の
な
い
と
こ
ろ
を
横
断
す
る
こ
と
は
、

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で

止
め
ま
し
ょ
う
。

2�

き
ち
ん
と
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、

手
を
挙
げ
て
か
ら
渡
ろ
う

　

手
を
挙
げ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
横
断
の

意
思
表
示
を
し
、
車
の
停
車
を
確
認
し

て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

3�

信
号
の
あ
る
場
所
で
も
車
の
確
認
を

し
て
か
ら
渡
ろ
う

　

交
差
点
で
は
、
青
信
号
で
も
右
折
・

左
折
し
て
く
る
車
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
十
分
に
確
認
を
し
て
渡
り
ま

し
ょ
う
。

　
保
護
者
が
こ
ど
も
の

手
本
と
な
り
、
正
し
い

横
断
歩
道
の
渡
り
方
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
21
日
～
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
親
子
で
交
通
事
故
な
ど
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
べ
き
か
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▽ �問い合わせ　社会教育係�
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.192

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
ど
も
た
ち
の
社
会
力
向
上
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ

ッ
ズ
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、

小
学
生
１
～
６
年
生

の
合
計
23
人
が
集
ま

り
、６
月
15
日
に「
活

動
結
成
式
・
保
護
者

説
明
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
す
る
キ
ッ
ズ
も

多
く
、
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か
楽
し

み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

７
月
６
日
に
家
族
と
一
緒
に
「
赤
し

そ
収
穫
支
援
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

粟
屋
地
区
で
芦
屋

町
の
特
産
品
で
あ
る

赤
し
そ
を
作
っ
て
い

る
農
家
の
木き
は
ら原
教の
り
し
げ茂

さ
ん
に
教
わ
り
な
が

ら
、
上
手
に
赤
し
そ

を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、
芦
屋
町
食
生
活
改
善
推

進
会
か
ら
赤
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
を
教

わ
り
ま
し
た
。
ク
エ
ン
酸
を
入
れ
る
と

鮮
や
か
な
赤
紫
色
に

変
わ
る
場
面
で
は
、

「
き
れ
い
」
や
「
す
ご

い
」
な
ど
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
赤
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
試
飲

し
ま
し
た
。「
美
味
し
い
！
」
と
何
度
も

お
か
わ
り
す
る
キ
ッ
ズ
も
い
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒
に
学
び
な
が
ら
、
に
ぎ
や

か
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
大
集
合
！

今
年
も
活
動
を
始
め
ま
し
た

▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
54
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問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

学
校
給
食
を
９
月
か
ら
無
償
化

し
ま
す

　

学
校
給
食
費
に
関

す
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
更
な
る
軽

減
を
図
る
た
め
、
9

月
か
ら
保
護
者
負
担

額
の
全
額
を
町
が
負

担
し
ま
す
。

▽�
期
間　
9
月
～
令
和
9
年
3
月

▽ 
対
象　
芦
屋
町
内
の
小
中
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

※�

生
活
保
護
の
規
定
に
よ
る
教
育
扶
助
、

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
就
学
奨
励
費

に
よ
る
学
校
給
食
費
の
支
給
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
支
給
額
を
控
除
し
た

額
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

令
和
６
年
10
月
分
（
12
月
支
給
分
）

か
ら
、
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
る
制

度
改
正
（
拡
充
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽ 

制
度
改
正
（
拡
充
）
の
内
容

①
所
得
制
限
の
撤
廃

②�

支
給
対
象
児
童
の
年
齢
を
「
中
学
生

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で
）」

か
ら
「
高
校
生
年
代
（
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
年
度
末
ま
で
）」
に
延
長

③�

第
３
子
以
降
の
手
当
額
（
多
子
加
算
）

を
月
１
万
５
千
円
か
ら
月
３
万
円
に

増
額

④�

第
３
子
以
降
の
算
定
対
象
と
な
る
年

齢
を
「
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度

末
ま
で
」
か
ら
「
22
歳
到
達
後
の
最

初
の
年
度
末
ま
で
」
に
延
長

⑤
支
給
回
数
を
年
６
回
に
変
更

※�

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
、
新

た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
る
人
に
は
、
案
内
文
書
を
郵
送

し
ま
す
。

※�

制
度
改
正
に
よ
り
手
続
き
が
必
要
と

な
る
人
に
は
、
申
請
書
類
を
同
封
し

ま
す
。

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）

Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向
け
に
料
理
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り
ま
す
。
で
き
合
い
の
そ

う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な
人
な
ど
、

栄
養
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
料
理
の

腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽ 

と
き　
９
月
26
日

木
・
午
前
９
時
30

分
（
9
時
15
分
か

ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

内
容　

料
理
の
基
礎
・
栄
養
の
話
、

調
理
実
習

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽ 

定
員　
12
人

▽ 

参
加
費　
４
０
０
円

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　
９
月
19

日
木
ま
で
に
、
2
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
高
血
圧
」

　

高
血
圧
は
脳
梗こ
う
そ
く塞

や
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
と
は
、
ど
ん

な
病
気
な
の
か
、
予
防
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　

９
月
17
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

子
育
て
・
健
康

申し込みフォーム

児童手当拡充
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♥にこにこ絵本

　 ▽  とき　９月 2日月・午前 11時～ 11時 30分
♥ すくすく広場「手型・足型」
　こんなに大きくなりました！

　 ▽  とき　９月３日火・午前10時～材料がなくなり次第終了
♥ 親子教室「音楽 DE 言葉遊び」
　（10 組限定）

　 ▽  とき　９月 13日金・午前 10時～ 11時

　 ▽  持ってくるもの　タオル・水分補給の飲み物
　※９月６日金から予約開始
♥絵本タイム

　 ▽  とき　９月 20日金・午前11時～11時 30 分
♥絵本ミュージカル（10 組限定）

　 ▽  とき　９月 24日火・午前 10 時 30 分～11時
　※９月 10日火から予約開始
♥育児相談
　【離乳食の日】
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

 　  　９月の相談日はありませんが、気になることがあれ
ば、気軽に電話してください。
　※次回は、10月８日火です。
　【たんぽぽ相談】
　　保健師・栄養士による相談

　 ▽  とき　９月 10日火・午前 10時～正午

　 ▽  持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母子健
康手帳

　※�町外の人も相談できます（予約不要）。
　【ほほえみ相談】
　　小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽  とき　９月４日水・午前 10時～正午
　※予約は町内に住んでいる人のみできます。

　 ▽  問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

▽ 
内
容　
高
血
圧
の
話
、
減
塩
食
の
試
食

▽ 
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽ 

申
し
込
み　

９
月
10

日
火
ま
で
に
2
次
元

コ
ー
ド
か
ら
。
ま
た

は
健
康
づ
く
り
係（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

令
和
７
年
度

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

  

▽ 

と
き　
10
月
17
日
木

▽ 

と
こ
ろ　
町
民
会
館

※�

当
日
は
芦
屋
中
央
公
園
を
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
時
間　
午
後
１
時
10
分
～
２
時

10
分

▽ 

対
象　
平
成
30
年
４
月
２
日
～
31
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
・

案
内
は
が
き
・
あ
し
や
す
く
す
く
フ

ァ
イ
ル

※�

保
護
者
同
伴
で
来
て
く
だ
さ
い
。
当

日
来
ら
れ
な
い
人
は
、
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

こ
ど
も
は
上
半
身
が
脱
ぎ
や
す
い
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
入
学
予
定
校
の
教
師
と
面

談
が
あ
り
ま
す
。
あ
し
や
す
く
す
く

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
こ
ど
も
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
や
学
校

に
伝
え
て
お
き

た
い
こ
と
な
ど

を
記
入
し
て
持

っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※�

案
内
は
が
き
は
８
月
中
旬
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽  とき　９月 18日水・午前 10時～正午

▽  ところ　山鹿公民館和室
※�絵本やおもちゃを用意して待っています。

９月の日曜開館日　
１日・15 日

申し込みフォーム

広報あしや　2024.9⑬ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
巡
回
相
談
会

　

家
庭
の
困
り
ご
と
や

子
育
て
の
悩
み
に
、
子

ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
の

子
ど
も
相
談
支
援
員
が

応
じ
ま
す
。
一
人
で
が

ん
ば
り
す
ぎ
な
い
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽  

と
き　
毎
月
第
1
火
・
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分
（
子
ど
も
相
談
支
援

員
常
駐
）
午
前
11
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
（
要
予
約
）

▽ 

と
こ
ろ　
役
場
4
階

▽ 

対
象　
20
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
い
る

世
帯

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
７
）
へ

成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
悪

質
な
訪
問
販
売
で
必
要

の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
の
問
題

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽ 

と
き　

９
月
25
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�
１
人
１
時
間
以
内

▽ 
と
こ
ろ　
岡
垣
町
役
場（
岡
垣
町
野
間
）

▽ 

対
象　
芦
屋
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

と
そ
の
家
族
や
関
係
者

▽ 

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽ 

費
用　
無
料

▽ 

申
し
込
み　
９
月
２
日
月
か
ら
岡
垣

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

８
２
‐
１
２
１
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
芦
屋
町
→
岡
垣
町

→
遠
賀
町
の
順
で
出
張
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、
令
和
７
年

１
月
に
開
催
予
定
で
す
。
開
催
日
時

な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

９
月
５
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

９
月
19
日
木
＝
橋は
し
も
と本
求も
と
む
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
人

は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

と
き　
９
月
12
日

木
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽ 
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽ 

相
談
料　
無
料

▽ 

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

入
っ
て
安
心　

交
通
災
害
共
済

　

交
通
共
済
は
、
交
通
事
故
で
け
が
を

し
た
時
に
共
済
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。
１
口
５
０
０
円
か
ら
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
人
３
口
ま
で
加

入
可
）。
こ
の
機
会
に
、
交
通
共
済
に
入

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
９
月
は
交
通
共
済
の
切
り
替

え
月
で
す
。
現
在
加
入
し
て
い
て
、
引

き
続
き
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
継
続

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

加
入
資
格　

　

�

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
（
町
外
に
住

ん
で
い
る
学
生
も
、
家
族
が
芦
屋
町
に

住
ん
で
い
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
）

　

�

②
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
（
北
九
州

市
、
中
間
市
、
行
橋
市
、
水
巻
町
、
岡

垣
町
、
遠
賀
町
、
苅
田
町
、
み
や
こ
町

に
住
民
票
が
あ
る
人
は
、
住
所
地
の
市

役
所
、
町
役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
）

▽ 

加
入
手
続
き　
９
月
上
旬
か
ら
、
各

自
治
区
の
世
話
人
が
家
庭
を
訪
問
し

ま
す
。
自
治
区
に
未
加
入
の
人
は
、

９
月
２
日
月
以
降
に
住
民
課
窓
口
へ

掛
金
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

相
談

広報あしや　2024.9 ⑭

お
知
ら
せ



 
芦
屋
港
の
情
報

n
o
t
e

n
o
t
e((

S
N
S

S
N
S))

で
発
信

を
始
め
ま
し
た
！

　

芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
向

け
、
芦
屋
港
エ
リ
ア
が
今
後
賑
わ

い
空
間
と
し
て
変
わ
っ
て
い
く
様

子
を
n
o
t
e
（
文
章
を
中
心

と
し
た
S
N
S
）
に
掲
載
し
ま

す
。
町
の「
巡
る・食
べ
る・買
う
」

を
促
進
す
る
た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
港

化
に
携
わ
る
人
に
加
え
、
町
内
事

業
者
や
町
の
人
に
密
着
し
た
記
事

も
掲
載
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
見

て
く
だ
さ
い
（
閲

覧
は
無
料
で
す
）。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
港
活
性
化
推
進
室
（
☎
２

２
３
‐
３
５
５
０
）

広報あしや　2024.9⑮

●芦屋釜の里
新（11 月から） 旧（10 月まで）

開館時間
午前９時 30分～午後５時
（入館・呈茶は 16時 30分まで）

午前９時～午後５時
（入館・呈茶は 16時 40分まで）

入館料
18歳以上　３００円
高校生・中学生・小学生　１００円
小学校就学前　無料

中学生以上　２００円
小学生　１００円
小学校就学前　無料

団体入館料
20人以上の団体
18歳以上　２００円
高校生・中学生・小学生　５０円

15人以上の団体
中学生以上　１００円
小学生　５０円

芦屋歴史の里共通利用券
18歳以上　４００円
高校生・中学生・小学生　１５０円

中学生以上　３００円
小学生　１５０円

年間入館券
18歳以上　１１００円
高校生・中学生・小学生　３００円

中学生以上　７００円
小学生　３００円

呈茶料
18歳以上　�４００円
高校生以下��３００円

中学生以上　３００円
小学生以下　２００円

講座室 (新規 ) １時間あたり５００円
プロジェクター（新規） １回あたり５００円

●芦屋歴史の里（芦屋町歴史民俗資料館）

新（11 月から） 旧（10 月まで）

開館時間 ９時30分～17時（入館は16時 30分まで）９時～ 17時（入館は 16時 30分まで）

入館料
18歳以上　２００円
高校生・中学生・小学生　１００円
小学校就学前　無料

中学生以上　２００円
小学生　１００円
小学校就学前　無料

団体入館料
20人以上の団体
18歳以上　１００円
高校生・中学生・小学生　５０円

15人以上の団体
中学生以上　１００円
小学生　５０円

芦屋釜の里共通利用券
18歳以上　４００円
高校生・中学生・小学生　１５０円

中学生以上　３００円
小学生　１５０円

年間入館券
18歳以上　７００円
高校生・中学生・小学生　３００円

中学生以上　７００円
小学生　３００円

芦屋港の情報
note

芦屋釜の里と芦屋歴史の里の開館時間や入館料などを改定します（11月1日金から）

▽問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）、芦屋歴史の里（☎２２２‐２５５５）



芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
推
進

委
員
会
の
委
員
募
集

　
芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
に
関
す
る
策

定
・
評
価
・
検
証
な
ど
の
審
議
を
行
う

た
め
、
芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
推
進
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽ 

募
集
人
数　
１
人

▽ 

応
募
資
格　
8
月
25
日
現
在
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人

●�

芦
屋
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
18
歳
以
上
の
人

●�

芦
屋
町
議
会
議
員
、
芦
屋
町
職
員
（
会

計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
）
で
な
い
人

●�

平
日
昼
間
の
会
議
（
約
2
時
間
、
年

1
回
程
度
）
に
参
加
で
き
る
人

※�

計
画
の
見
直
し
時
な
ど
必
要
に
応
じ

て
複
数
回
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

任
期　
10
月
ご
ろ
～
令
和
8
年
9
月

ご
ろ
（
2
年
間
）

▽ 

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
直
接
持
参
、
郵
送
（
〒

８
０
７
‐
０
１
９
８
（
住
所
記
入

不
要
）
商
工
観
光

係
）、フ
ァ
ク
ス
（
☎

２
２
３
‐
３
９
２

７
）
ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に
よ
り
選
考
を

行
い
、
結
果
は
個
別
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※�

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽ 

応
募
締
切　
9
月
17
日
火

▽ 

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２
）

敬
老
祝
金
を
給
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
70
歳
、
77
歳
、
88
歳
に
な

る
人
に
敬
老
祝
金
（
芦
屋
町
商
工
会
商

品
券
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
給
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
申
請
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
９
月
30
日
月
ま
で
に
対
象
者
本

人
か
家
族
、
ま
た
は
代
理
人
が
福
祉
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
①
申
請
す
る
人

の
本
人
確
認
書
類
（
官
公
庁
が
発
行

す
る
も
の
）
②
申
請
書
（
対
象
者
本

人
以
外
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
欄
に
対
象
者
本
人
の
署
名
が
必

要
で
す
）

▽ 

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

敬
老
会

▽ 

と
き　

９
月

12
日
木
・
午

前
10
時
（
９

時
か
ら
受
け

付
け
）
～
正

午
▽ 

と
こ
ろ　

あ

し
や
夢
リ
ア

ホ
ー
ル

▽ 

内
容　
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝

藤
永
翠す
い
じ
ゅ珠
（
中
西
奈
津
子
）【
民
謡
】、

立
川
志
の
春
【
落
語
】

▽ 

対
象　
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
今
年
度
中
に
70
歳
以

上
に
な
る
人
）

※�
対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
招
待
は

が
き
を
送
り
ま
す
。
入
場
と
記
念
品

引
き
換
え
に
必
要
で
す
の
で
、
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽ 

記
念
品　
芦
屋
町
商
工
会
商
品
券（
１

０
０
０
円
分
）

▽ 

送
迎　
会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
招
待
は

が
き
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

そ
の
他　
対
象
者
１
人
に
つ
き
介
添

者
１
人
ま
で
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

※
介
添
者
の
記
念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
6
）

重
度
障
が
い
者
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
人
へ

　

現
在
の
重
度
障
が
い
者
医
療
証
は
、

有
効
期
限
が
９
月
30
日
月
で
す
。
所
得

の
審
査
後
、
認
定
者
に
は
９
月
下
旬
に

新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

10
月
か
ら
は
新
し
い
医
療
証
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
古
い
医
療
証
は
10
月
に

な
っ
て
か
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
窓
口
で
の
切
り
替
え
の
手
続

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽  

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

募
金
運
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
６
年
度

に
行
っ
た
更
生

保
護
募
金
と
日

本
赤
十
字
募
金

に
多
数
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

年齢 生 年 月 日 給付金額

70 歳 昭和 29 年４月２日　
～ 30 年４月１日 １万円

77 歳 昭和 22 年４月２日　
～ 23 年４月１日 ２万円

88 歳 昭和 11 年４月２日
～ 12 年４月１日 ３万円

▲ 令和 6 年９月１日時点で、１年以上
継続して芦屋町の住民基本台帳に記
載されている人が対象です。

お
知
ら
せ

メールアドレス

過去の敬老会　藤永翠珠さん

広報あしや　2024.9 ⑯



れ
な
が
ら
、
募
金
運
動
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
更
生
保
護
募
金
】

▽ 

募
金
額　
30
万
９
０
０
１
円

※�

遠
賀
保
護
区
保
護
司
会
に
送
金
し
、

保
護
司
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

【
日
本
赤
十
字
募
金
】

▽ 

募
金
額　
54
万
４
８
６
０
円

※�

日
本
赤
十
字
社
に
送
金
し
、
国
内
外

の
救
援
・
救
助
な
ど
の
活
動
資
金
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

猫
捕
獲
器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

芦
屋
町
が
推
奨

し
て
い
る
T
N
R

活
動
へ
の
支
援
と

し
て
、
公
益
財
団

法
人
ど
う
ぶ
つ
基

金
よ
り
猫
の
捕
獲

器
３
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
ぶ
つ
基
金
は
、
①
「
速
攻
」
す

ぐ
や
る
、
②
「
徹
底
」
全
部
や
る
、
③

「
継
続
」
続
け
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
や
多
頭

飼
育
崩
壊
の
犬
・
猫
の
無
料
不
妊
手
術
、

里
親
探
し
の
支
援
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
、
啓
発
活
動
や
署
名
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
町
で
も
、
不
妊
手
術
・
ワ
ク
チ

ン
・
ノ
ミ
駆
除
薬
の
費
用
を
ど
う
ぶ
つ

基
金
が
全
額
負
担
す
る
さ
く
ら
ね
こ
無

料
不
妊
手
術
事
業
を
活
用
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
T
N
R
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
3
年
度
か
ら
5
年
度
末
ま
で

に
97
頭
の
不
妊
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
T
N
R
活
動
と
は

○
つ
か
ま
え
て
（
T
r
a
p
）

○
不
妊
手
術
し
て
（
N
e
u
t
e
r
）

○
戻
す
（
R
e
t
u
r
n
）

▽
T
N
R
活
動
の
主
な
内
容

○
実
施
地
域
の
選
定

○
地
域
の
猫
の
頭
数
把
握

○
指
定
の
手
術
日
ま
で
に
つ
か
ま
え
る

○�

手
術
後
、
翌
日
以
降
に
地
域
に
戻
す

▽ 

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

令
和
６
年
度
第
２
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽ 

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽ 

募
集
案
内
配
布
期
間　
８
月
26
日
月

～
９
月
10
日
火

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽ 

受
付
期
間　
９
月
２
日
月
～
10
日
火

▽ 

申
し
込
み　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）

令
和
６
年
度
第
２
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽ 

と
き
・
と
こ
ろ　

○
10
月
27
日
日　

　
福
岡
地
区
＝
九
州
産
業
大
学

　
筑
後
地
区
＝
久
留
米
大
学
御
井
学
舎

　
筑
豊
地
区
＝
福
岡
県
立
大
学

○
11
月
３
日
日

　
北
九
州
地
区
＝
九
州
国
際
大
学

　
福
岡
地
区
＝
福
岡
女
学
院
大
学

▽ 

試
験
種
類
・
手
数
料　

　

�

甲
種
＝
７
２
０
０
円
、　
乙
種
＝
５
３

０
０
円
、　
丙
種
＝
４
２
０
０
円

▽ 

願
書
配
布
場
所　
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
課

▽ 

受
付
期
間　
８
月
23
日
金
～
９
月
５

日
木

※�

書
面
申
請
は
受
付
締
切
日
の
消
印

有
効
。
電
子
申

請
は
受
付
開
始

日
の
午
前
９
時

～
受
付
締
切
日

の
午
後
11
時
59
分
ま
で
。

▽ 
申
し
込
み　

〒
８
１
２
‐
０
０
３

４
福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
‐

15
（
ふ
く
お
か
石
油
会
館
）（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県

支
部　
（
☎
〈
０
９
２
〉
２
８
２
‐

２
４
２
１
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
金
）

　

所
得
税
や
個
人
住
民
税
所
得
割
が
定

額
減
税
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
定
額
減
税

し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し

て
、
そ
の
差
額
を
１
万
円
単
位
で
給
付

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」

ま
た
は
「
確
認
書
」
を
８
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

▽  

対
象
者　

定
額
減
税
さ
れ
た
人
で
、

定
額
減
税
可
能
額
（
※
）
が
、「
令

和
６
年
分
推
計
所
得
税
額
」
ま
た

は
「
令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税

所
得
割
額
」
を
上
回
る
（
減
税
し

き
れ
な
い
）
人

※�

た
だ
し
、
納
税
者
本
人
の
合
計
所
得

額
が
１
８
０
５
万
円
（
年
収
２
０
０

０
万
円
）
を
超
え
る
人
は
対
象
外

（
※
）
定
額
減
税
可
能
額

○�

所
得
税
分　

３
万
円
×
減
税
対
象

人
数

○�

個
人
住
民
税
分　

１
万
円
×
減
税
対

象
人
数

　

減
税
対
象
人
数
と
は
、
納
税
者
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族

（
16
歳
未
満
扶
養
親
族
を
含
む
）
の
合

計
人
数
で
す
。
た
だ
し
国
外
居
住
者

は
除
き
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

寄贈された猫捕獲器

広報あしや　2024.9⑰ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

危険物取扱者試験
ホームページ



犬
の
し
つ
け
方
教
室

�

講
習
と
実
技
を
と

お
し
て
犬
の
し
つ

け
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ

【
１
日
目
・
講

義
の
み
。
犬
の

同
伴
な
し
】
10
月
2
日
水
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
・
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
遠
賀
分
庁
舎

１
階
（
水
巻
町
吉
田
西
）

　

�【
２
日
目
～
４
日
目
・
実
技
。
犬
の
同

伴
あ
り
】
10
月
16
日
水
、
23
日
水
、

30
日
水
・
午
前
10
時
～
正
午
・
遠
賀

町
ふ
れ
あ
い
の
里
屋
内
運
動
場
（
遠

賀
町
浅
木
）

▽�

対
象
　
月
齢
４
カ
月
以
上
で
畜
犬
登

録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
の
健
康

な
犬

▽�

定
員　
10
組
（
４
日
間
全
て
参
加
で

き
る
人
で
、未
受
講
者
優
先
、先
着
順
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
期
間
　
９
月
4
日
水
～
６
日
金

▽�

申
し
込
み
　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生

活
衛
生
係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
４
７

‐
０
３
４
４
）

屋
外
広
告
物
を
掲
示
す
る
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

◆ 

９
月
１
日
日
～
10
日
火
は
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す

〇
屋
外
広
告
物
と
は

　
「
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外

で
公
衆
に
表
示
さ
れ

る
も
の
」
で
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
広
告

旗
、立
看
板
、広
告
板
、

広
告
塔
な
ど
を
い
い

ま
す
。

〇 
屋
外
広
告
物
を
掲
示
し
て
は
い
け
な

い
物
件

　
街
路
樹
、道
路
標
識
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

郵
便
ポ
ス
ト
な
ど

〇 

許
可
申
請

　

屋
外
広
告
物
を
町
内
に
掲
示
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
許
可
申
請
が
必
要

で
す
。

〇 

安
全
管
理

　

屋
外
広
告
物
の
管
理
者
な
ど
に
は
、

広
告
物
の
安
全
管
理
義
務
が
あ
り
ま
す
。

特
に
台
風
の
時
期
は
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
０
）

お
知
ら
せ

屋外広告物
ホームページ

広報あしや　2024.9 ⑱

障害年金を知っていますか
　障がいのある人が次の３つの要件を全て満たしている場合は、国民年金・厚生年金保険の障害基礎年
金や障害厚生年金を受けることができます。

▽年金が受けられる要件
①�年金制度加入中に初診日（障がいの原因となった病気やけがについて、初めて医師の診察を受けた
日）があること
※�初診日が 20歳前または 60歳～ 65歳の年金未加入期間中の人は障害基礎年金の対象になります。
②一定の障がいの状態にあること
※�障害者手帳の交付を受けていても障がいの状態によっては障害年金は受けられないことがあります。
③�次のいずれかの保険料納付要件を満たしていること
※ 20歳以前に初診日がある場合は納付要件はありません。
　・�初診日の前々月までの保険料納付済期間、免除期間の合計が加入期間の 2/3 以上であること
　・�初診日の前々月までの 1年間のうちに保険料の未納がないこと

▽  手続き　障害年金を受けるには、本人または家族による請求手続きが必要です。

▽  問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

みんなのねんきん

広告



マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバ
ーカードの受け取りや申請ができ
ない人のために、次の日程で休日
窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホー
ムページに掲載します。

▽  とき　【休日窓口】９月７日土・午前８時 30分
～正午

▽  ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　 【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
　※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証
などの顔写真付きは１点、健康保険証などの
顔写真がないものは２点必要です。

※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽  問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マ イ ナ ン バ ー 休 日
窓 口 ホ ー ム ペ ー ジ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛
行訓練を行います。

【ジェット機】

▽  とき　９月 17日火・18 日水の日没～午後９
時ごろ（予備日＝ 19日木・24日火・25日水・
26日木）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽  とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合、翌日以降を予備日として実施しま
す。

▽  問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

秋の交通安全県民運動
９月 21日土～ 30日月
　一人一人に交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣付け、交通事故防止を徹
底するために、県下一斉に交通安全運動を行
います。一人一人が交通ルールや交通マナー
を守ることの大切さを理解し、自分の命は自
分で守る意識を身につけましょう。

重点項目
●�反射材用品等の着用推進や安全な横断方法
の実践等による歩行者の交通事故防止
●�夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビ
ームの活用促進
●�自転車・特定小型原動機付自転車利用時の
ヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
●飲酒運転の撲滅

夜間は反射材用品の活用を！
　夕暮れ時や夜間に外出するときは、反射
材用品や明るい服を着用
（装）しましょう。
　運転者は、夕暮れ時の
早めのライト点灯やハイ
ビームを効果的に活用し
ましょう。
▽ 問い合わせ　地域振興・
交通係（☎２２３‐３５３９）

広報あしや　2024.9⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

芦屋基地航空祭交通規制中の
タウンバス運休のお知らせ

▽  交通規制時間　10 月 6 日日午前 9時～午後 1
時（望海団地前交差点のみ午後 2時まで）

【芦屋タウンバス運休】
 遠賀川駅前発　（6 便）
①午前 8時 50 分、②午前 9時 51 分、③午前 10
時 37 分、④午前 11 時 33 分、⑤午後 0時 9 分、
⑥午後 0時 33分
夏井ヶ浜・芦屋中央病院玄関前・港湾緑地発遠賀
川駅前行（10 便）
①午前9時1分、②午前9時29分、③午前9時44分、
④午前10時1分、⑤午前10時18分、⑥午前10
時 44 分、⑦午前11時 1分、⑧午前11時 16 分、
⑨午前11時 46分、⑩午後0時18分
対象以外の便についても、交通混雑により大幅に遅
れることが予想されます。

▽  問い合わせ　地域振興・交通係
　（☎２２３‐３５３９）



住
民
税
が
新
た
に
非
課
税
な
ど

と
な
る
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

　

物
価
高
騰
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
新

た
に
住
民
税
非
課
税
ま
た
は
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
給
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
給
対
象
世
帯
の
う
ち
、

18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
５
万

円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

町
が
対
象
者
と
し
て
把
握
し
て
い
る

世
帯
に
は
、
７
月
下
旬
に
給
付
金
の
確

認
書
を
発
送
し
て
お
り
、
確
認
書
を
町

に
返
送
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
順
次
、

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
確
認
書
の
返

送
が
済
ん
で
な
い
人
は
、
10
月
31
日
木

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

令
和
６
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税
と

な
る
世
帯
、
新
た
に
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
と
な
る
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
以

下
の
場
合
は
確
認
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
、
申
請
が
必
要
で
す
。

○�

世
帯
の
中
に
令
和
5
年
12
月
２
日
以

降
に
転
入
し
た
人
が
い
る

○�

世
帯
の
中
に
確
定
申
告
ま
た
は
令
和

６
年
度
住
民
税
申
告
を
し
て
い
な
い

人
が
い
る

※�

対
象
世
帯
の
う
ち
、
次
の
場
合
は
別

途
申
請
が
必
要
で
す
。

○�

令
和
６
年
６
月
４
日
～
10
月
31
日
に

生
ま
れ
た
新
生
児
が
い
る
場
合

○�

別
世
帯
だ
が
、
扶
養
し
て
い
る
児
童

が
い
る
場
合
（
学
校
の
寮
で
生
活
し

て
い
る
場
合
な
ど
）

※
以
下
の
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

○�

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付

金
（
７
万
円
）、
令
和
５
年
度
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付
金
（
10
万

円
）
の
受
給
対
象
と
な
っ
た
世
帯

○�

令
和
６
年
度
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
者
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯

▽�
申
請
期
限　
10
月
31
日
木

▽�
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

遠
賀
川
に
捨
て

ら
れ
た
小
さ
な
ご

み
が
雨
の
た
び
に

河
口
堰ぜ
き

に
集
ま

り
、
海
へ
流
れ
出

し
た
ご
み
は
海
岸

に
流
れ
着
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ご
み
は
川
岸
や
海
岸
を
汚
す
だ
け
で
は

な
く
、
魚
や
動
物
な
ど
に
も
影
響
が
出

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
遠
賀
川
河
口
付
近
の
住
民

を
中
心
に
、
上
流
・
中
流
域
の
住
民
や

多
く
の
企
業
の
人
も
参
加
し
て
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
流
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
き
れ
い
な
海
辺
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　
9
月
29
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

※�

雨
天
時
は
、
10
月
20
日
日
に
延
期
し

ま
す
。

▽ 

と
こ
ろ　
柏
原
漁
港
前
集
合

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
軍
手
・
水
分
補

給
の
飲
み
物
・
帽
子
な
ど

▽ 

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

芦
屋
町
生
活
応
援
商
品
券
の

使
用
期
限
は
８
月
31
日
ま
で
で
す

　

町
の
独
自
支
援
策

と
し
て
、
給
付
対
象

者
（
令
和
6
年
2
月

1
日
時
点
で
、
芦
屋

町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
6
年
2
月

25
日
ま
で
引
き
続
き

住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
者
）
1
人
に
つ
き

1
万
円
分
の
芦
屋
町

生
活
応
援
商
品
券
を
3
月
中
旬
か
ら
ゆ

う
パ
ッ
ク
で
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま

し
た
。

　

こ
の
商
品
券
の
使
用
期
限
は
令
和
6

年
8
月
31
日
土
で
す
。
ま
だ
使
用
さ
れ

て
な
い
人
は
期
限
内
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
長
期
の
不
在
な
ど
で
受
け
取
り

が
で
き
な
か
っ
た
世
帯
分
の
商
品
券
は
、

役
場
に
返
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
世
帯

主
の
人
が
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
以
外
の
人
が
受
け
取
り
に
く
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
２)

八は
っ
さ
く朔
特
別
呈
茶

　
大
茶
室
で
特
別

呈
茶
を
行
い
ま

す
。
こ
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願

う
八
朔
の
わ
ら
馬

を
、
立
礼
席
に
展

示
し
ま
す
。

▽�

と
き　
９
月
21
日
土
～
23
日
月
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分
受
け
付
け

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）
※
お
点
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円（
入
館
料
と
お
茶
代
）、

　
未
就
学
児
２
０
０
円
（
お
茶
代
）

▽�

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

人
権
ま
つ
り　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

　

今
年
で
26
回
目
と
な
る
芦
屋
町
人
権

お
知
ら
せ
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ま
つ
り
。
多

く
の
人
に
人

権
を
身
近
な

も
の
と
し
て

感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
、

ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
行

う
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

▽�

と
き
　
12
月
7
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
予
定
）

▽�

と
こ
ろ
　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
予
定
）

▽�

対
象
　
人
権
を
身
近
な
も
の
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
催
し
物
（
演
劇
・
踊
り
・

歌
・
演
奏
な
ど
）
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
町
内
の
団
体

※�

出
演
希
望
団
体
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
し
ま
す
。

※�

出
演
時
間
な
ど
は
、
今
後
の
人
権
ま

つ
り
実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
10
月
4
日
金
ま
で
に
社

会
教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）

へ
申
込
書
を
提
出

中
央
公
民
館
講
座

●
50
歳
か
ら
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

　

高
齢
に
な
る
と
基
礎
代
謝
が
落
ち
る

た
め
に
目
に
見
え
て
太
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
女
性
は
ホ
ル
モ
ン
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
た
め
、
若
い
時
と
同

じ
も
の
を
食
べ
、
同
じ
よ
う
に
運
動
し

て
も
５
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
も
太
る
人
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
を
問
わ
ず

満
足
の
い
く
食
生
活
を
続
け
、
ほ
ど
ほ

ど
の
運
動
を
し
な
が
ら
若
々
し
い
体
型

を
保
つ
コ
ツ
を
ダ
イ
エ
ッ
ト
外
来
40
年

の
経
験
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　

講
座
開
始
前
と
講
座
終
了
後
に
健
康

フ
ェ
ア
と
し
て
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧

測
定
、
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

▽ 

と
き　

９
月
18
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時

※�
健
康
フ
ェ
ア
は
午
後
１
時
か
ら
と
講

演
終
了
後
に
30
分
ず
つ
行
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽ 

講
師　
小
野
村
健
太
郎
さ
ん
（
お
の

む
ら
医
院
院
長
）

▽ 

定
員　
60
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽ 

申
し
込
み　
９
月
１
日
日
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
ス
マ
ホ
入
門
講
座

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
心
者
の
た
め
の

講
座
で
す
。
５
回
連
続
講
座
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
何
が
で
き
る
の
か
、
基
本

操
作
を
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
学
ぶ
講
座

で
す
。
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
て
学
び
ま
す
。

▽ 

と
き　
９
月
24
日
～
10
月
22
日
の
毎
週

火
・
午
前
10
時
～
正
午
（
全
５
回
）

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

講
師　
石
田
恵
さ
ん
（
ア
ー
ニ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
）

▽ 

対
象　
町
内

に
住
ん
で
い

る
人
で
、
自

分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
基

本
操
作
を
学

び
た
い
初
心
者

※�

申
し
込
み
締
め
切
り
日
に
定
員
に
達

し
な
か
っ
た
場
合
は
町
外
の
人
も
先

着
順
で
受
講
で
き
ま
す
。

▽ 

定
員　
15
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

申
し
込
み　
８
月
27
日
火
～
９
月
13

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
情
報

●
特
別
展
「
田
代
桂
子
展
」

　

芦
屋
町
在
住
の
画
家
、
田
代
桂
子
さ

ん
の
作
品
展
で
す
。
芦
屋
町
や
近
郊
地

域
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
を
実
際
に
訪

れ
な
が
ら
描
か
れ
た
そ
の
場
所
の
息
遣

い
が
感
じ
ら
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
・
風
景
画

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
き　
９
月
28
日
土
～
10
月
20
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽ 

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
10

月
14
日
月
は
開
館
し
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
パ
ラ
コ
ー
ド
講
座

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
で
き
る
、
カ
ラ

フ
ル
な
パ
ラ
コ
ー
ド
（
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に

使
わ
れ
る
強
い
ナ
イ
ロ
ン
製
の
紐
）
を

編
ん
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
る
講
座
で
す
。

▽ 

と
き　
９
月
15
日
日
・
午
後
１
時
～
３
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽ 

対
象　
中
学
生
以
上

▽ 

定
員　
10
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽ 

申
し
込
み　

９
月
１
日
日
～
13
日

金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電
話

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た
は

中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

※�

一
度
の
申
し
込
み
で
最
大
３
人
分
ま

で
申
し
込
め
ま
す
。
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郷
土
史
跡
巡
り

「
焚
石
会
所
と
安
川
一
族
」

　

芦
屋
の
焚た
き
い
し
か
い
し
ょ

石
会
所
（
福
岡
藩
の
石
炭

専
売
機
関
）
に
関
係
し
、
実
業
界
へ
転

身
し
た
安
川
一
族
の
足
跡
を
追
い
ま
す
。

▽ 

と
き　
９
月
28
日
土
・
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※�

午
前
８
時
50
分　
役
場
玄
関
前
集
合

▽ 

と
こ
ろ　
焚
石
会
所
跡
、
わ
か
ち
く

資
料
館
、
高
塔
山
、
旧
安
川
邸
、
い

の
ち
の
た
び
博
物
館
な
ど

▽ 

定
員　
20
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽ 

参
加
費　
２
２
５
円
（
資
料
代
、
保

険
料
）

※�

別
途
昼
食
代
や
入
館
料
な
ど
が
必
要

で
す
。

▽ 

申
し
込
み　

９
月
８
日
日
～
16
日

月
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
、
芦

屋
歴
史
の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５

５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

山
鹿
公
民
館
講
座

「
手
ひ
ね
り
薔
薇
の
リ
ー
ス
づ
く
り
」

　

手
染
め
の
寒か
ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
で
作
る
花
を
飾
り

ま
す
。直
径
25
㎝
の
リ
ー
ス
に
軽
や
か
な

リ
ボ
ン
を
巻
い
て
蝶
結
び
に
し
て
、そ
の

中
に
シ
ッ
ク
な
色
合
い
の
薔
薇
が
入
り

ま
す
。花
の
美
し
さ
を
楽
し
め
る
リ
ー
ス

飾
り
で
す
。

▽ 

と
き　
10
月
16
日
水
・
午
前
９
時
30
分

～
正
午

▽ 

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽ 

講
師　
山
田�

加か

づ

こ
津
子
さ
ん

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽ 

定
員　

15
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）

▽ 

参
加
費　
２
０
０
０
円

▽ 

申
し
込
み　
９
月
１
日
日
～
10
月
１

日
火
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

山
鹿
公
民
館
（
☎
２
２
３
‐
１
８

９
２
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長
に
伴
う

工
事
・
土
砂
搬
入
を
行
っ
て
い
ま
す

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
の
滑
走
路
延

長
に
伴
い
、
飛
行
場
の
造
成
工
事
、
雨

水
排
水
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
関
係
車
両
の
入
出
門
は
粟
屋
門

を
使
用
し
、
午
後
５
時
15
分
以
降
の
出

門
は
正
門
を
原
則
と
し
ま
す
。

※�

造
成
工
事
に
伴
う
土
砂
は
、
10
ト
ン

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
粟
屋
門
か
ら
搬

入
し
ま
す
。

　

入
出
門
、
搬
入
ル
ー
ト
の
走
行
は
、

安
全
に
十
分
配
慮
し
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

土
砂
搬
入
は
、
こ
れ
ま
で
芦
屋
港
か

ら
な
み
か
け
大
橋
、
柏
原
地
区
、
御
牧

大
橋
を
経
由
し
、
粟
屋
門
か
ら
搬
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
芦
屋
港
活
性
化
事
業

の
進
捗
に
伴
い
、
令
和
６
年
7
月
か
ら

岡
垣
町
の
土
取
場
か
ら
の
搬
入
経
路
に

変
更
し
て
い
ま
す
（
町
内
の
搬
入
経
路

は
地
図
の
と
お
り
）。

▽
土
砂
搬
入
期
間　
令
和
７
年
７
月
31

日
木
ま
で
（
予
定
）

※�
芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長
事
業
の
完
了
時

期
は
令
和
８
年
３
月
末
の
予
定
で
す
。

▽ 

作
業
時
間
（
原
則
）　
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

※�

造
成
工
事
の
一
部
は
、
夜
間
（
午
後

９
時
～
午
前
６
時
）
に
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
九
州
防
衛
局
調
達
部

土
木
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
８
３
‐

８
８
２
７
）

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に

職
業
訓
練
生
を
募
集

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
北

九
州
市
若
松
区
）
で
は
、
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
７
年
４
月
入
校
生
】

▽ 

募
集
科
目

　
①
３
D
‐
C
A
D
科

　
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

　
③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

　
④
O
A
事
務
科

　
⑤
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
⑥�

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
　
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
⑦
総
合
実
務
科

▽ 

対
象　
身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

知
的
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
高
次

脳
機
能
障
が
い
、
難
病
な
ど
の
あ
る

人
（
手
帳
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
）

※�

⑥
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
＝
視
覚
障

が
い
の
あ
る
人
、
⑦
＝
総
合
実
務
科

は
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
が
対
象

▽  

募
集
期
間　
9
月
30
日
月
ま
で

▽  

訓
練
期
間　
１
年
間

※
②
の
み
2
年
間

▽ 

選
考
日　
10
月
19
日
土

▽ 

申
し
込
み　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
☎
７
４
１
‐
５
４
３
１
、
フ

ァ
ク
ス
＝
７
４
１
‐
１
３
４
０
）
へ

航空自衛隊芦屋基地

粟屋門

ボートレース芦屋

島津北交差点

お
知
ら
せ
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広報あしやに、広告を掲載しませんか
　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87 × 50 ㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1 万円で、２月以上掲載が条件
▷ 申し込み　掲載希望号の２カ月前の１

日までにシティプロモーション係（☎
２２３‐３５７１）へ申込書を提出

土砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた調査への
ご協力のお願い

　福岡県では土砂災害のおそれがある区域を「土砂災害警戒区域」などに指定し、土砂災害
からの避難などを目的として周知しています。　　
　全国的に土砂災害警戒区域が指定されていない箇所で土砂災害が発生している状況を踏ま
え、国は基本指針を変更し、高精度地形図による抽出精度の向上を図ることとしました。国
の指針変更を受けて、福岡県は高精度地形図を用いて新たな調査箇所を抽出し、福岡県砂防
課のホームページで公表しています。
　今後、抽出した箇所の現地調査を行い、順次区域指定を
行います。なお、現地調査の結果、区域の指定要件を満た
していない場合は指定されません。
▷現地調査の時期
　９月上旬から順次、調査を予定しています。
▷調査箇所
【調査箇所の公表場所】
　福岡県砂防課ホームページ（土砂災害警戒区域等マップ）
※�調査箇所の公表は PC向けサイトのみで行います。なお、スマートフォンでもＰＣ向けサ
イトの閲覧は可能です。

【調査箇所数】
　令和６年度＝ 20カ所（人家などの建築物がある箇所）、令和 16年度以降（予
定）＝ 11カ所（人家などの建築物がない箇所）
▷現地調査の内容と土地の立ち入り
　斜面・土砂災害により被害のおそれがある場所の地形、地質、土地の利用状況などを調査
します。
　家の裏などに立ち入る場合には、福岡県が発行した身
分証明書を携帯した調査員が、居住者の許可を得たうえ
で調査を行います。
　土砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた調査です。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
▷ 問い合わせ　福岡県県土整備部砂防課土砂災害対策係
（☎〈０９２〉６４３‐３６７８）
　北九州県土整備事務所河川砂防課（☎６９１‐２８０８）

広
告

福岡県砂防課
ホームページ

広報あしや　2024.9㉓ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



㉔

９月 10日火～ 16日月は自殺予防週間です
～若者の自殺者数減少に向けて～

▷問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）
　皆さんは、日本の自殺者数の現状を知っていますか。
　ＳＮＳの発達により自殺報道を目にする機会が多く、自殺者数は増加しているように思われますが、平成 15
年の３万 4427 人をピークに、近年、自殺者数は減少傾向にあります（令和５年は２万 1837 人）。
　しかし、ある調査では、日本に暮らす若者のうち４人に１人が自殺を本気で考え、10人に１人が自殺未遂を
経験したことがあるという結果が出ており、若者の自殺者数は増加傾向にあります。
　その背景には、学校でのいじめや家庭、健康面の問題など、さまざまな原因がありますが、追い詰められた
若者は、両親や祖父母、恋人、学校の友人など、身近にいる大切な人を相談相手に選ぶ傾向があります。
　身近にいる人の悩みに気づいたら、声をかけ、支え合うことが自殺予防につながります。
　悩みを話してくれたら、話をそらしたり、否定したり、安易に励ましたりせず、じっくり話を聞いて相談窓
口を紹介してあげてください。
　一人一人が身近な人の様子を気にかけ、こころのサインに気づくことが、いのちを守ることにつながります。
　もし、あなたが悩みを抱えていたら、一人で悩まず相談してみませんか。
■こころのサインを見逃さないで
・よく眠れない　・食欲がない　・体調不良が続く
・集中力がなくなる　・表情が暗くぼんやりしている
・意欲や興味が減退する　・遅刻や欠勤が続く　・周囲との交流を避ける
■支える～もしも自殺を考えている人がいたら～
　自殺を考えている人は、何らかの危険サインを発しています。身近な人の異変に気づくことが大切です。

【あなたができること】
　気づき ･･･ いつもと違う様子、気になる様子に気づいたら声をかける
　傾聴 ･･･ 話を素直に聞く。相手の気持ちや言葉を否定せず、そのまま受け止める
　つなぎ ･･･ 悩みの解決に向け、相談窓口などにつながるようサポートする
　見守り ･･･ これまでどおりに話しかけたり、心身の負担に配慮するなど、回復を支える
■一人で悩むより、まず相談を（主な相談窓口）
▷ふくおか自殺予防ホットライン　☎０９２‐５９２‐０７８３（24時間３６５日対応）
▷福岡いのちの電話　☎０９２‐７４１‐４３４３（24時間３６５日対応）
▷北九州いのちの電話　☎６５３‐４３４３（24時間３６５日対応）
▷�北九州市自殺予防こころの相談電話　☎５２２‐０８７４（月～金・午前９時～午後５時）
※�そのほかさまざまな相談窓口は、２次元コードからまとめて見ることができます。SNSでの相談もできます。

北九州いのちの電話　ボランティア電話相談員募集
　「いのちの電話」は、さまざまな悩みや不安・危機に直面しながら、身近に相談相手がなく、絶望し、生きる
力を失いかけそうになっている人々に、訓練を受けたボランティア相談員が電話をとおして、共に考え、その
人が自らの力で生きていくことができるよう支援していくボランティア活動です。
▷ 内容　【講座】10月５日～令和７年３月 22日の毎週土曜日・午後２時～４時 30分（一部午後５時まで）
　　　　【実習】令和７年４月～８年２月（７月に一泊研修あり）（年末年始は休み）
▷ ところ　福岡県立北九州勤労青少年文化センター（北九州市小倉北区　北九州パレス）
▷ 受講料　３万円（テキスト代と一泊研修費用を含む）
▷ 募集定員　30人　▷申込期限　９月 25日水
▷ 応募資格　養成講座に参加し認定を受け、相談員としてボランティア活動ができる 20歳～ 68歳の人
※応募方法など、詳しい内容は事務局へ問い合わせてください。
▷ 問い合わせ　社会福祉法人北九州いのちの電話事務局（☎６５２‐６６２８）またはファクス（☎６５１‐
６５９５）

△自殺予防相談窓口

広報あしや　2024.9
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芦
屋
歴
史
の
里
移
転
開
館
20
周
年

記
念
特
別
展

「
妖
怪
！
百
鬼
夜
行
～
海
に
ひ
そ

む 

も
の
の
け
た
ち
～
」
よ
り
③

　
前
回
に
引
き
続
き
、芦
屋
に
ゆ
か
り
の

あ
る
妖
怪
を
紹
介
し
ま
す
。

【
天て
ん
ぐ狗
】

　

現
代
の
私
た
ち
が
思
い
浮
か
べ
る
天

狗
像
が
生
ま
れ
た
の
は
、平
安
時
代
中
期

以
降
で
す
。
そ
の
頃
に
書
か
れ
た
「
物

語
」
に
は
、山
中
の
妖あ
や
し
い
音
を
天
狗
の

仕
業
と
す
る
記
述
が
あ
り
、こ
の
時
期
に

は
す
で
に
山
中
に
住
む
怪か
い

と
し
て
の
天

狗
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
初
期
の
天
狗
の
正
体
は
、糞く
そ
鳶と
び
と
さ

れ
、後
に
嘴
く
ち
ば
しの
あ
る
烏
か
ら
す
天て
ん
ぐ狗
の
原
型
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、赤
ら
顔
で
長
い
鼻
を
持
つ
鼻は
な
高だ
か

天て
ん
ぐ狗
が
成
立
す
る
の
は
13
世
紀
頃
で
す
。

天
狗
の
イ
メ
ー
ジ
は
、山や
ま
ぶ
し伏
や
修し
ゅ
げ
ん
し
ゃ

験
者
と

呼
ば
れ
た
山さ
ん
が
く岳
宗
教
者
で
し
た
。
音
の

怪
、
山さ
ん
ち
ゅ
う中の
怪
、
荒あ
ら
ご
と事
を
好
み
、
呪じ
ゅ
ご
ん言
を

よ
く
す
る
と
い
う
天
狗
の
特
徴
は
、こ
れ

ら
全
て
の
特
徴
が
絡
み
合
っ
て
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。同
時
に
道
を
踏
み
外
し
た

僧
侶
が
死
後
天
狗
に
な
る
と
す
る
説
も

あ
り
ま
す
。今
で
も
調
子
に
乗
り
す
ぎ
る

こ
と
を
「
天
狗
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

今
回
の
妖
怪
展
で

は
、
俗
称
「
天
狗
の

爪
」を
展
示
し
て
い
ま

す
。
標
本
名
は
、
カ
ル
カ
ロ
ド
ン
・
メ
ガ

ロ
ド
ン
の
歯し
か
せ
き
化
石
で
す
。芦
屋
町
山
鹿
の

岩
盤
地
帯
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は

約
３
千
万
年
前
に
生
息
し
て
い
た
全
長

数
十
ｍ
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
古こ
だ
い
ざ
め

代
鮫
の
化

石
で
す
。天
狗
は
日
本
古
来
の
大
物
妖
怪

で
す
。当
時
は
正
体
不
明
の
鋭
い
鮫
の
歯

化
石
を
み
て
、恐
ろ
し
い
天
狗
様
の
爪
を

連
想
し
た
の
で
し
ょ
う
。
岩
手
県
平ひ
ら
い
ず
み泉

の
中ち
ゅ
う
そ
ん
じ

尊
寺
、神
奈
川
県
藤ふ
じ
さ
わ沢
の
遊ゆ
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
な

ど
で
は
、寺じ
ほ
う宝
と
し
て
大
切
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
キ
ツ
ネ
】

　

全
国
に
は

お
稲い
な
り荷
さ
ん

と
呼
ば
れ
、

身
近
な
信
仰

対
象
で
あ
る
神
社
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、お
稲
荷
さ
ん
の
ご
本
尊
は
キ
ツ

ネ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。宇う

か

の
迦
之
御み
た
ま魂
神し
ん
と

い
う
神
で
、キ
ツ
ネ
は
本
来
そ
の
御
使
い

な
の
で
す
。野
山
に
い
る
キ
ツ
ネ
と
違
っ

て
我
々
の
眼
に
は
見
え
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
、神
聖
な
狐
「
白び
ゃ
っ
こ狐
さ
ん
」
と
し
て
崇あ
が

め
ま
し
た
。

　
日
本
各
地
に
は
、い
た
ず
ら
キ
ツ
ネ
に

化
か
さ
れ
た
話
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
、芦
屋
に
も
キ
ツ
ネ
に
化
か

さ
れ
た
話
が
、活
字
化
さ
れ
た
も
の
だ
け

で
も
4
編
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
い
ず

れ
も
が
芦
屋
と
岡
垣
の
間
に
広
が
っ
て

い
た
、
三さ
ん
り里
松ま
つ
ば
ら原
を
舞
台
と
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
そ
の
キ
ツ
ネ
た
ち
を
慈い
つ
くし
む

行
事
が
芦
屋
に
あ
り
ま
し
た
。

【
三
里
松
原
の
寒か
ん
せ
ぎ
ょ
う

施
行
】

　
大
雪
の
夜
、握
り
飯
と
油
揚
げ
を
お
稲

荷
様
の
御
使
い
と
い
う
キ
ツ
ネ
に
供
え
、

供
養
し
た
芦
屋
の
年
中
行
事
が
あ
り
ま

し
た
。芦
屋
町
内
各
区
か
ら
老
若
が
集
ま

り
、口
々
に
「
カ
ン
セ
ギ
ョ
ウ
」
と
叫
び

な
が
ら
、松
原
の
あ
ち
こ
ち
に
竹
の
皮
を

敷
き
、握
り
飯
と
油
揚
げ
を
置
い
て
回
り

ま
し
た
。い
ず
れ
も
キ
ツ
ネ
の
好
物
と
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。こ
の
思
い
や
り
に

満
ち
た
風
習
は
、三
里
松
原
を
開
拓
し
て

の
飛
行
場
の
新
設
な
ど
に
よ
っ
て
途
絶

え
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
妖
怪
や
ア

ヤ
カ
シ
の
話
が
芦
屋
町
に

は
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
歴
史
の
里
の

「
妖
怪
展
」で
不
思
議
な
世

界
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
四
十

△天狗の爪

編

集
後
記

▼
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ア
ク
ア
シ
ア
ン

の
取
材
で
、
中
学
生
く
ら
い
の
子
が

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
勢
い

よ
く
プ
ー
ル
に
滑
り
下
り
、
水
底
か

ら
上
が
っ
て
く
る
と
き
に
高
く
飛
ん

で
ポ
ー
ズ
！
そ
の
様
子
を
友
達
が
カ

メ
ラ
で
パ
シ
ャ
！
暑
さ
に
負
け
ず
夏

を
全
力
で
楽
し
む
姿
に
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
夏
は
い
か
が

で
し
た
か
。

�

（
野
中
）

▼
9
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
私

も
災
害
へ
の
備
え
が
十
分
と
は
言
え

な
い
の
で
、
ま
ず
は
災
害
時
に
す
ぐ

に
持
ち
運
べ
る
よ
う
に
防
災
リ
ュ
ッ

ク
の
準
備
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
２

ペ
ー
ジ
を
み
て
く
だ
さ
い
）。

�

（
手
塚
）

▼
あ
し
や
花
火
大
会
は
大
正
時
代
か

ら
続
く
伝
統
的
な
花
火
大
会
で
あ

り
、「
古
き
良
き
」
を
感
じ
ら
れ
る
花

火
大
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は

隣
町
の
出
身
な
の
で
、
数
十
年
前
、

自
転
車
で
1
時
間
近
く
か
け
て
見
に

来
て
い
ま
し
た
。
会
場
近
く
に
着
い

た
時
に
は
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
河
川
敷
沿
い
の
家
か
ら
花
火
を

見
て
い
る
人
を
羨
ま
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
バ
ス
の
運
行
が
な

く
な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
伝
統
あ
る
花
火
大
会
が

続
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
篠
塚
）

特別協力：船の科学館
「海の学び ミュージアムサポート」

△キツネの石像
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７月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人229
人87死亡

人06
人18

令和６年７月末日現在 令和５年７月末日現在
人　口
男　性6,295
女　性6,611
世帯数6,556

人
人 6,449

6,737
6,624 世帯

人
人

世帯

12,906 人 13,186 人

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）
3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20 ●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

● 5月 19日に行われた八朔のわら馬づくり講習会に 4号と 6号で参加しました ^^*
　初めてのわら馬づくり、上手にできるかドキドキしていました (* ﾉωﾉ ) しっかり束ねないといけないと思い、
渾
こんしん
身の力を込めてぐるぐる巻きにしました！作っている過程で「ミイラみたいだね（笑）」と突っ込まれましたが、
出来上がりは足腰の丈夫なわら馬になったと思います！
　力作業だったので、一体作り終えただけで手がヒリヒリしていました。毎年たくさんのわら馬を作っている
皆さんは手を痛めたことが何度もあるのかなと考えていました。文化を継承するため、そして作り手を増やす
ため、私たちに何ができるか考えなければいけないと思いました。たくさんのわら馬に囲
まれて、芦屋のこども達が元気にすくすく育ちますように。� （４号�料所）
　
●作業に夢中になってしまい、手にマメができたことに気づきませんでした。すぐにつぶ
れてその日の夜、風呂に入ったらしみて痛い思いをしました。私のマメと汗で作られたわ
ら馬は我が家の守りわら馬として本棚の上にいてもらっています。� （6号�脇田）

♥

前
ま え だ

田 琉
る か

叶ちゃん
（浜口町）
令和３年
９月 18 日生まれ

お誕生日おめでとう♥

Happy BirthdayHappy Birthday９月

脇
わ き た

田 彩
あ ゆ み

友美（６号）　　糟屋郡出身。
一日に芦屋町のねこちゃんと出会った回
数をカウントしています。回数が
多くなればなるほどうれしい猫好
きです。海鮮娘ではエビ担当です。

インスタグラム

料
りょうしょ

所 宏
ひ ろ え

会（４号）　　遠賀町出身。高校卒
業後、秋田県とノルウェーに住んでいました。
最近、４～６号で海鮮娘を結成しま
した。サーモン担当です (*´ω｀ )
（心ではハタハタも飼っています。）
※ハタハタ＝秋田県の県魚 インスタグラム

▷問い合わせ　シティプロモーション係（２２３‐３５７１）


